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研究成果の概要（和文）：本研究は、社会学のエスノメソドロジーと会話分析に依拠したビデオエスのグラフィーの手
法によって、法的責任と協同とが伴う制度的相互行為を研究するものである。そこには様々な法制度的な場面における
相互行為が含まれるが、航空管制の現場における管制官の相互行為も規範的な制約の中で協同的で複雑な相互行為が営
まれる場面であり、その研究対象の一つである。本研究の焦点は、こうした法的・規範的な協同や責任が問題となる制
度的場面において、どのように相互行為のメカニズムが協同的に規範的な場面を組み立てているか、そのメカニズムを
詳細に分析して法制度の特徴を相互行為論的に描き出そうとするものである。

研究成果の概要（英文）：This study, using "video-ethnography" informed by ethnomethodology/conversation an
alysis approach, investigates institutional interactions that involve normative collaboration and responsi
bility. Such interactions include various social interactions such as lawyer-client interviews, police int
errogations, lawyer's examination in the court of law and so as well as the setting of air traffic control
. The focus of our study is how these normative settings are constructed collaboratively by participants, 
and what kind of mechanisms are operative in those settings, thereby elucidate some important interactiona
l features of legality. 
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１． 研究開始当初の背景 
 本研究は、法的・規範的な制度場面におけ
る、相互行為を実際に研究する研究例が我が
国では数少ないことに端を発している。法社
会学におけるこうしたトピックの研究は、従
来、マクロな視点から、統計学的方法や歴史
的手法を用いて行うものが多かったが、法
的・規範的場面における、実際の相互行為や
コミュニケーションを直接分析して、相互行
為がどのように組み立てられているかその
メカニズムを研究するものは殆どなかった。
そこから、人々の相互行為を探求する方法論
である、エスノメソドロジー・会話分析の方
法を使って、こうした相互行為を直接に分析
して、その捉えにくいメカニズムを解明する
ことにより、規範や法という重要な社会的メ
カニズムの特徴を知るために開始された。 
 
２．研究の目的 
以上のような背景から、本研究は社会学のエ
スノメソドロジーと会話分析に依拠したビ
デオエスのグラフィーの手法によって、法的
責任と協同とが伴う制度的相互行為を研究
することが目的であった。そこには様々な法
制度的な場面における相互行為が含まれる
が、航空管制の現場における管制官の相互行
為も規範的な制約の中で協同的で複雑な相
互行為が営まれる場面であり、その研究対象
の一つである。本研究の焦点は、こうした法
的・規範的な協同や責任が問題となる制度的
場面において、どのように相互行為のメカニ
ズムが協同的に規範的な場面を組み立てて
いるか、そのメカニズムを詳細に分析して法
制度の特徴を相互行為論的に描き出そうと
するものである。 
 
３．研究の方法 
本研究の研究方法は、社会学のエスノメソド
ロジーと会話分析に依拠したビデオエスノ
グラフィーである。このアプローチは、実際
の相互行為が自然に生じている日常的場面
や制度的場面の相互行為を録音録画して、そ
こから、専門的記号も使って、詳細なトラン
スクリプトを作成して、相互行為の組み立て
られ方を、行為の連鎖や、全体構造、行為の
位置、行為のデザイン、相互行為の中で用い
られるカテゴリー、などに着目することで、
相互行為の組み立てとメカニズムとを分析
できる方法である。 
 
４．研究成果 
（１）航空管制場面を始めとして、様々な規
範的・法的制度場面における相互行為を、会
話分析に基づくビデオ・エスノグラフィーの
方法によって分析して、雑誌論文６件、学会
報告１４件の、成果を収めた。 
（２）まず、航空管制場面においては、航空
管制官の行う管制業務は、レーダーマン、副
官、スーパーバイザー、航空機パイロット、
（模擬訓練の場合には教官、などがマルチモ

ーダルな形式で、多数参与者コミュニケーシ
ョンを行っている現場である。そこでは、発
話のみではなく、指差しや視線などの非言語
的なモードによるコミュニケーションが重
要な役割を演じており、管制の技術的・法的
制約の内部で、実践的な協同に基づいて、業
務の焦点化や協同の集中や志向を相互にや
りとりしながら、業務を遂行していることが
分析された。 
（３）また、裁判員裁判の評議場面という制
度的な文脈では、裁判員は日常的な推論を用
いながらも、自分たちが法的な枠内にいるこ
とを協同で構築して、その場面とアイデンテ
ィティが相互構築的に「法的」評議の現実性
を作り出していることが理解された。また、
裁判員は、評議のコントロールと非コントロ
ールの必要性というジレンマの中で、裁判員
の次に発言するという相互行為上のリソー
スを使って、そのジレンマに対処をしていた。 
（４）また、法廷尋問では、弁護士のマニュ
アルに書かれている「誘導尋問」の実践に対
して、模擬刑事裁判において、弁護士役の学
習者の法科大学院生たちは、誘導尋問に対し
て非整合的な返答が産出される場合には、そ
の対処に困難を生じさせていた。しかし、ま
れに見られる対処行動の中に、マニュアルに
は示されていない相互行為上の技法が現れ
ており、したがって、弁護士養成のためにも、
弁護士活動（模擬も含む）の詳細な相互行為
データに基づく研究と実践の有効性が示唆
された。 
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